
プレスリリース

平成１８年 ９月 ８日

自動車検査受検時の事故にご注意！
ー 安全・安心に利用できる自動車検査場とするために ー

自動車検査場における受検中の検査機器や車両の損傷事故は、平成１７年度に２０

１件と、前年度より３３件、２０％増加しています。損傷事故の原因は、検査法人職

、 、 、員の過誤４２％ 受検者の不適切な運転操作３９％ 検査機器・施設の不具合１５％

車両の不具合３％、その他１％です。なお、待機中や受検車同士の事故は含まれてい

ません。

検査機器の損傷事故が発生すると、検査ラインを閉鎖しなければなりませんが、１

７年度は延べ１２５２時間と、前年度に比べて２９％増加しました。特に、その約９

割を占めるヘッドライト専用テスタとの衝突事故は、修理に長期間を要し、検査ライ

ンを４か月間閉鎖したこともあります。また、受検者に過失がある場合には、機器の

修理費用（１７年度支払最高額約３００万円）を負担していただくことになります。

検査法人では、安全作業マニュアルによって業務を行っており、今後さらに職員に

対して注意を促すとともに、より安全性の高い最新機器の導入など事故防止と安全対

策に努めてまいります。検査法人は 「事故ゼロ」を目指していますが、そのために、

は、受検者の方々のご協力が不可欠ですので、受検の際には、①アクセルとブレーキ

を踏み間違えない、②降車時にはギアを中立又は駐車位置とする、③駐車ブレーキを

確実にかける、をお願いします。今後とも、事故防止にご協力をお願いします。

不適切な運転操作により、検査ラインをはずれ

ピット上で柱に衝突て

お問い合わせ 〒１６０－０００３ 東京都新宿区本塩町８－２住友生命四谷ビル

自動車検査法人本部 企画部調査課 千田、里
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受検時の事故原因
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